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C53型蒸気機関車試論(％）

一近代技術史における３気筒機関車の位置付けと

国鉄史観，反国鉄史観一

坂上茂樹

次

（２）Ｃ５３のクランク，“中ビク”回り

ＸＣ５３の弁装liliに係わる諸問題

（１）Ｃ５３におけるGresley式合成弁装ｉｉ(iに

ついて

（２）Ｃ５３における“金縛り”に係わる諸'１１１

題

ｎＣ５３からＣ５９へ

（１）台枠の没iilと開発におけるストーリー

について

（２）１１｣:iinil1IjWiLと機関車断面構成

（３）２気筒化と力学的問題の帰趨

（４）Ｃ５９のボイラ

（５）その後の満鉄ミカニ

おわりに

（完）

月

はじめに

１．３気筒機'１０車を巡る膣|鉄史観

Ｕ・）又国鉄史観の典型としてのWikil〕edia

の〕Uiil］「国鉄Ｃ５３形蒸気機IlUIl〔」

Ⅲ３Ａ(筒蒸気機関車とは－その生成，一

般的搬造ならびに得失

1V・Gre局leV式３気筒蒸気機関111のｎＭ２

Ｖ、Grcslevバシフイックの創生と発展

Ⅵ、ALCＯにおけるGresley式３女(筒機関

）|[のⅡ'1発

Ⅶ．Ｃ５２からＣ５３へ

ｍＣ５３に見る国産化技術の歴史的位相

（以上，ｌ/4-3/4）

ＮＣ５３の“中ビク”ならびに,1】央クランク

ピンに係わる諸問題

（１）蒸気機関車という原動機の特殊性

Ⅸ．Ｃ５３における“中ビク”ならびに中央クランクピンに係わる諸問題

(1)蒸気機関車という原動機の特殊'性

動力発生装置としての機関車の特殊性は仕業の定刻性の具体化が負荷率の変動を通じて実現

される点に求められる。即ち，機llUJlLの負荷率は据付機I奥]やH｢l1lj機関の多くとは逆に，ある時

には向く，またある時には極端に低い。森らは既に見た通りこの点について，
ひる

機UUIliは不完全なる基礎の上に並べたる二本の軌条を頼りてi笠となく夜となく走行し，

山に登り谷に下りて常規を逃せず。或は徐行して一吋の進退を争ひ，或は疾走して一時間

に能〈六十哩の距離に達す。

とも，また，
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